
 

 

 

大自在をひらがなにしました。分かる言葉を漢字に直しましょう。 

原文は下線の言葉が漢字で表記されています。 

また、この文章に題をつけてみましょう。 

 

大自在大自在大自在大自在（２０１３年７月３０日・火曜日）（２０１３年７月３０日・火曜日）（２０１３年７月３０日・火曜日）（２０１３年７月３０日・火曜日） 

 ▼みやぎけんけせんぬまわんのカキようしょくぎょうしゃ畠山重篤さん（６９）

は「もりはうみのこいびと」をあいことばにしょくりんかつどうをつづけるリーダ

ーとしてしられる。ひがしにほんだいしんさいではつなみにははをうばわれ、よう

しょくじょうもはかいされた 

 ▼だくりゅうに蹂躙［じゅうりん］されたうみからいきもののすがたがきえ、よ

うしょくぎょうもこれまでか、とぜつぼうかんにおそわれたという。しかし、１カ

げつほどしてじょじょにみずがすんできたころ、すいちゅうでなにかがうごいてい

るのをみた。ちかづいてみると、ハゼのようなこざかなで、ひをおうごとにそのか

ずがふえている 

 ▼つなみでうみがこわれたわけではない。いきものをはぐぐむうみはそのままだ

った。カキようしょくはさいかいできる。そうおもったらゆうきがわいてきたそう

だ。しんさいちょくごにしゅっぱんしたちょしょ「鉄は魔法つかい」（小学館）に

かいた 

 ▼畠山さんらのグループはしょくりんにくわえ、こんどはしんさいごのうみやも

りのしぜんかんきょうのへんかをちょうさするためけんきゅうじょをせつりつす

る。けせんぬまからきょうとだいやみえだいなどかくちのだいがくにかいすいなど

のしりょうをそうふしぶんせきしてもらってきたが、こんごはじもとでぶんせきで

きるようにするのだという 

 ▼畠山さんらがけせんぬまわんにそそぐおおかわのじょうりゅうぶにながいあ

いだ、うえつづけてきたブナなどのらくようこうようじゅはすでにすうまんぼんに

およぶ。てつぶんをふくむもりのようぶんがかわからうみにはこばれ、カキのえさ

となるしょくぶつプランクトンをはぐくむ。りょうしがやまにきをうえることは、

ひとのこころにきをうえることと畠山さんはいう。そしてしんさいにまけない豊饒

［ほうじょう］のうみになった 

 ▼けんきゅうじょはけんきゅうしゃがけんびきょうやばいようタンクなどのき

ざいをもちより、げんばでかんいぶんせきできる。ちょうさがはじまるのはらいし

ゅん。もりとかわとうみの“ふしぎ”が、またひとつときあかされる。 
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静岡新聞で学ぼう 

 


